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10 マスター方程式

P (x, t + 1)− P (x, t) = 1
4
P (x− 1, t) + 1

2
P (x, t) + 1

4
P (x + 1, t) (1)

11 フォッカー-プランク方程式
連続時間 t ∈ R, 連続空間 x ∈ R の確率過程で, 単位時間あたりの x 7→ x′ の遷移確率
密度が

W (x′|x) =





p (x ≤ x′ ≤ x + 1)

q (x− 1 ≤ x′ < x)

0 (otherwise)

(2)

で与えられるとき, C1(x), C2(x) を計算して対応するフォッカー-プランク方程式を求め
よう.
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